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信濃中の 

支援の仕組み

いろいろ特集 
信濃中の特別支援教育コーディ

ネーターの田近
た ぢ か

と申します。不定期

発信のこの「シナノビ」では、みなさ

まの学校生活や個別の支援に役

立つ情報を発信していきます。今

回は、信濃中の「支援の仕組みい

ろいろ」をご紹介します。学校には

教室以外にも、多様な学びの場や

サポートの仕組みが整っています。

「こんな場所もあるんだな」と頭の片

隅に置いていただければ、いつかお

子さまや保護者の方のお役に立て

るかもしれません。 

 

何かあったら、まずは 

ご相談を 
学校生活で気になることや不安

なことがあれば、いつでもお気軽にご

連絡ください。 相談窓口は、担

任・学年の教職員・特別支援教

育コーディネーターです。 学校で

できる工夫を一緒に考えたり、必要

に応じて専門の関係機関へおつな

ぎしたりと、一歩前へ進むお手伝い

をさせていただきます。 

  

スクールカウンセラー

（SC） 
信濃中には、心の専門家であるスク

ールカウンセラー（以下、SC）が毎

週火曜日に来校しています。 

生徒のみなさん、そして保護者のみ

なさまも、「ちょっと誰かに話を聞いて

ほしいな」と思った時に、お気軽にご

利用いただけます。 

たとえば、こんな時にご相談ください 

◆お子さまの様子で気になること 

―元気がなさそう、登校を渋る、家での

様子がいつもと違うなど 

◆関わり方や子育ての悩み 

―どう声をかけたらいいか分からない、つ

いイライラしてしまうなど 

◆学校生活全般の不安 

―友人関係や進路について、専門的

な見地からのアドバイスがほしいなど 

 ＜SC相談のポイント＞ 

⓵秘密は守られます 

お話しいただいた内容が、ご本人

の同意なく外部に漏れることはあ

りません。 

②保護者の方のみの相談もOK 

「まずは自分だけ相談して、対応

のヒントをもらいたい」という形も大

歓迎です。 

③客観的なアドバイス 

教職員とはまた違った視点から、

お子さまの個性に合わせたサポー

ト方法を一緒に考えます。 

【相談の申し込み方法】  

SCへの相談は予約制となってい

ます。まずは担任まで「スクールカ

ウンセラーと話してみたい」とお伝

えください。来校日をご案内いた

します。 

    

スクールソーシャル 

ワーカー（SSW） 
「スクールソーシャルワーカー」という言

葉を初めて耳にする方もいらっしゃる

かもしれません。 SSWは、お子さま

が安心して生活できるよう、「学校・

家庭・地域の橋渡し」をする福祉の

専門家です。お悩みの解決に向け

て、利用できる制度を探したり、学外

の施設と協力したりと、生活環境を

整えるサポートをします。 

 ＜SSWが頼りになるとき＞ 

⓵経済的な不安や家庭環境の

悩みがある 

―活用できる公的な支援制度につ

いて知りたい 

②福祉サービス・関係機関との

つながり・やり取り 

―医療機関や福祉施設など、複数

の窓口と連携してほしい 

「どこに相談すればいいか分からな

い」という複雑なお悩みも、SSW

が一緒に整理し、適切な場所へと

つなぐガイド役になります。 
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 教室以外の学びの場「ひだまり」

について 

「学校には行きたいけれど、教室は

少しハードルが高い…」そんな時、

信濃中では教育支援情報センタ

ー「ひだまり」という選択肢がありま

す。 

どんな生徒が利用していますか？ 

「登校したいけれど教室は難しい」

「静かに授業を受けたい」「少し気

持ちを休めたい」といった生徒たち

が、それぞれの目的で利用してい

ます。 

 どんな風に過ごすのですか？ 

1階にある専用の部屋で、原則と

して自習を行います。オンラインで

クラスの授業に参加することも可

能です。8:45～15:15 の間、相

談支援パートナーの先生が必ず

1名以上おり、一人ひとりをサポー

トします。 

利用の目的は何ですか？ 

一番の目的は、学校や社会との

つながりを持ち続けることです。教

室復帰を含め、生徒が自分らしく

自立していけるよう、心と活動の

土台作りをお手伝いします。 

 

校内教育支援 

情報センター 

～ひだまり～ 

 

 

まなびの教室 
札幌市では、学習や生活に難しさを感

じている生徒の支援を目的に、各区に

「通級指導教室」を設置しています。厚

別区には、この信濃中に通級指導教

室（まなびの教室）があります。 

通級指導教室とは？ 

普段はみんなと同じ教室で過ごしつつ、

一部の時間だけ、一人ひとりの特性に

合わせた「得意を伸ばし、困りごとを減ら

す」ための指導を受ける仕組みです。 

どんなことをするの？ 

学習内容の補習ではなく、「どうすれば

自分が過ごしやすくなるか」という力を育

てるための「自立活動」を中心に行いま

す。まなびの教室の活動の例としては、

得意な学習方法を一緒に探す、苦手

な読み書きの克服法を考える、人間関

係を円滑する作戦を一緒に考える…な

どなど。活動の内容は人によって様々

（十人十色）です。 

 ★大切なポイント★ 

・自分の特性を知り、「こうすれば

できる！」という自信（自己肯定

感）を育む場所です。 

・通級指導教室での学びは、学

校教育の一環として認められてい

ます。成績や内申点への影響は

ありません。 

「うちの子に合っているかも？」と

思われたら  

通級の利用には、札幌市の教育

相談等の手続きが必要です。

（信濃中のHP「まなびの教室」で

も詳しく紹介しています）まずは担

任や特別支援教育コーディネータ

ーまで、お気軽にご相談ください。 

まなびの教室の開放「昼まなび」 

信濃中のまなびの教室は、信濃

中の生徒なら誰でも利用できるよ

う、昼休みの開放を行っています。

今年度は6月からスタート予定で

す。昼休みのちょっと息抜き、先生

や友達との気軽なおしゃべりスペー

スとして…「開かれた通級指導教

室」を目指しています。 

  

☆信濃中の 

ちょっといいところ☆ 
中学校は教科担任制で、提出

物や単元テストの日程などが教

科ごとに異なります。これらを一

目で確認したり、学習の取り組

みに見通しがもったりできるよう

に、「しめきり確認ボード」を全

学級の教室に設置しました。早

くも各教室ごとに、「味」が出てい

ます。学校を訪れた際は、学級

ごとの「しめきり確認ボード」にも

注目してみてください。 

（「ちゃんとしめきり確認ボード見

て来てね」なんていうコミュニケー

ションも、ご家庭で生まれるかも

しれませんね…） 

 


